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枚方市立五常小学校

文部科学省が今年４月に実施した、令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校
の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童（生徒）の生活習慣と
学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。

学力調査の結果

学力調査結果の中から、本校と全国の平均正答率（対全国比）をお知らせします。

＜学力調査結果の概要＞

○国語について

自分の考えなどを記述していても、必要な情報を取り出すことや表現の効果を考えることに課
題が見られた。

→効果的な資質・能力の育成のため、記録、要約、説明、論述、話し合い等の言語活動を工夫
することが重要。

○算数について

図形や単位量当たりの大きさ（速さなど）について、深い理解を伴う知識の習得やその活用に
課題が見られた。

複数の集団のデータ分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明
することに課題が見られた。

→日常の具体的な場面に対応させて、活用できる知識・技能を習得させることが重要。また、
データの活用については、データを言葉と数を使って表現する力を身に付けさせることが重要。

※調査結果について
教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。



国語科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

本問題全体の学習指導に当たって大切にしたいことは、
「目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にし、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫すること」



【成果が見られた設問】＜考察＞
目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかど
うかをみる問題です。

全国の結果と比較すると、7.8ポイント上回る結果となりました。

設問の条件を満たした上で、事実と感想、意見とを区別して書く
など、自分の考えが伝わるように書き表すことができていました。

話し合いの場面では、自身の意見の根拠となる事実や記述を意
識するよう、聞き手、話し手ともに意識する指導を今後も大切にして
きます。



【成果が見られた設問】

本問題全体の学習指導に当たって大切にしたいことは、
「目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合
う内容を検討し、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるか
どうかをみること」



【成果が見られた設問】＜考察＞
目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、伝え合う内
容を検討することができるかどうかをみる問題です。

全国の結果と比較すると、11.1ポイント上回る結果となりました。

話すことにおいては、自分の目的や意図に応じるとともに、聞き手
の求めていることに応じて集めた材料をどのように整理すればよ
いかを考えることが求められます。また、話す際の材料の整理だけ
でなく、聞くこと、話し合うことにおいても、聞いたり話し合ったりす
ることを具体的に考え、関係する材料を整理しておくことが重要で
す。

今回の結果から、目的や意図に応じて、伝え合う内容を考えること
に一定の成果が認められました。このことから、これまで本校で取
り組んできた「根拠を持って話し、質の高い聞き方を通して、新た
な発見ができる子どもを育てる」教育の成果が表れていると考え
られます。今後も指導の充実に努めてまいります。



算数科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

本問題全体の学習指導に当たって大切にしたいことは、
「統計的な問題解決の方法を進んで生活に生かすこと」

＜考察＞
示された情報を基に、表から
必要な数値を読み取って式
に表し、基準値を超えるかど
うかを判断できるかどうかを
みる問題です。

全国の結果と比較すると、
9.3ポイント上回る結果とな
りました。

目的に応じたデータの分析
を見通したり、分類整理した
りすることができていました。

児童の身近な場面では、勘
や個人的な経験則を頼りに
するだけでは、妥当な判断が
できないものがあります。根
拠をもって話し合う習慣が今
回の結果に結びついたので
はないかと考えられます。普
段の授業において、データを
収集分析し、統計的に解決
することを、今後も大切にし
てまいります。



【成果が見られた設問】

＜考察＞
折れ線グラフを読み取り、３
月の回数と４月の回数の違
いが最も大きい年代がいつ
で、その違いが何回かにつ
いて記述する問題です。

全国の結果と比較すると、
7.7ポイント上回る結果とな
りました。

この結果から、グラフから読
み取ったことを記述すること
に一定の成果が出ていると
思われます。一方で、無回答
率は13.8ポイントという結果
にもなりました。

授業では、グラフの傾きや重
なりなどに着目し、データの
特徴や傾向について捉える
とともに、折れ線グラフの数
値を正しく読み取り、求める
ことが、問題解決の根拠とな
ります。グラフのどの部分や
どの数値を基に判断したの
かを、他者に分かるように伝
えることにも取り組んでいき
ます。



※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当ては
まらない」を示しています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

質問紙調査の結果

【成果が見られた項目】

＜考察＞
タブレットの導入により、ICT
機器を活用した授業づくりを
推進してまいりました。

質問紙の結果から、ICT機
器を使って、考えの比較や共
有と発表や説明することが
概ねできるという結果となり
ました。

低学年から系統的に指導を
積み重ね、タブレットを筆記
用具と同様、ツールとして使
いこなしていると言えます。

今後も学年に応じた指導を
続けてまいります。



（１）授業改善について

本校では、これまで行ってきた校内研究の成果を、他教科でも応用
できるよう取り組んでいます。自身の考えや根拠を示し、話し合ったり、
何かを決めたりすることは、授業だけでなく生活のいたる場面でも行
われます。

しかし、今回の学力調査において、一定の成果が認められた半面、
設問の条件を満たした上で、自分の考えが伝わるように書き表すこと
に課題のある児童も見られます。そのため、分析結果を踏まえ、以下の
ことに取り組んでまいります。

漢字や計算力など、基礎基本の力はこれまで同様、オビタイム（朝学
習）で培っていきます。

また、データを収集分析し、統計的に解決すること、グラフのどの部分
やどの数値を基に判断したのかを、他者に分かるように伝えることに
も取り組んでまいります。

そして、話し合いの場面では、自身の意見の根拠となる事実や記述
を意識するよう、聞き手、話し手ともに意識する指導を今後も大切にし
てまいります。

枚方全体では、個別最適な学び、協働的な学び、自由進度学習につ
いて推進しています。本校としても、校内研修や他校の視察なども行
い、取り組んでまいります。

（２）家庭学習について

宿題では、基礎・基本の力の定着だけではなく、学年に応じ、次の授
業につながる※シームレスな学びも行っています。

（※シームレスとは、「途切れない」「なめらかな」という意味です。）

読書に関する校内のアンケートから、本を借りて読んでいる肯定的回
答が78％という結果がでています。

ご家庭においては、親子で読書に親しんだり、子どもが興味のあるこ
と、調べたいことなどの話しをしたりすることで、読書が自身の考えを
広げるツールであることに気付いたり、目標を持って取り組んだり、学
ぶことを楽しんだりできるよう、ご協力お願いいたします。

分析結果を踏まえて取り組んでいくこと


